
第２回子どもの権利条例検討委員会議事録  
 
ブレイン・ストーミングを終えて各分科会からの発表（要旨） 
 
Ａグループ 
 子どもの権利としては、命が尊ばれる、衣食住、安心して生きられる、意見

を尊重される、個性が尊重される、安心して遊べる、感情を表す、不当な差別

を受けない、暴力から守られる、有害情報にさらされない、所属集団に守られ

る、文化を受ける、教育を受けるなどが守られなければいけない 
 他の意見として、親の育った環境と今の子どもの状況が違うので、親が子ど

もの現状をわからないのではないか 
 親が、画一的でなく多様な価値観を持っている 
 少年団の育成などにおいて、途中であきらめてしまうなど、親の子育ての忍

耐力が落ちている 
 母親の孤立化などの現状に対して、預け場所の必要性など地域のネットワー

クによる子育て中の親への支援が必要 
自分のことだけではなく友だちのことも考えることが必要 

 
Ｂグループ 
 主な意見として、 
 権利条約の４つの権利が原則、子どもの最善の利益を第１に考えるのがポイ

ント 
 生まれたばかりで言葉が発せられなくても、その子のことを考える必要があ

る 
 意見表明権を尊重すべき、現状は、物に恵まれたこの国でも虐待、いじめ、

不登校などがある 
 子どもと親の意見が異なった場合は、納得のいく話し合いが必要 
 子どもの権利が侵害された場合の、救済の場が必要 
 安全に守られる権利、登校拒否は教育を受ける権利が奪われている状況 
 北広島市の公園や空地で子どもの遊んでいる姿が見られない。理由は、不審

者情報、ゲームなどにより外の出ない状況などによる 
 この地球で生きていく命の大切さを条例に入れたい 
 大人社会が不幸であれば、条例の権利が実行されない。明日につながる大人

の生き方を示していくような条例が必要 
 
 



Ｃグループ 
 主な意見として 
 どんな子どもでも愛情を持って育てられる権利、生まれてくると同時に権利

が備わっている。親自身の成長と共に、子どもも育つ 
 自分が思っていることを伝えられる、言えることが大切 
 年齢に即した指導を大人はするべき、大人の指導者としての認識が大切、そ

れが子どもの最善の利益につながる 
 地域の中のシステムに魅力がない。子どもを支える計画、制度があるが、わ

かりにくく活用されていない。システムは使いやすいことが大切 
 環境に左右されないで愛情を受けるべき、権利と義務は表裏一体であり、権

利は平等に受けることが必要 
 市民の関係づくり、意識づくりが必要 
 
Ｄグループ 
 主な意見として 
 条例をつくる過程で、みんなのものにしていくこと、社会の共通した認識づ

くりをすることが重要、作っている過程を市民に知ってもらうことが必要 
 家庭、地域、社会がしっかりする必要 
 子どもの権利は、憲法で認められている権利と同じ権利である 
 大人と子どもの関係は、強い、弱いという関係ではなく、対等な立場で、知

識や経験に差があっても、人と人とは対等という関係 
 子ども自身が選択をすることが大切、年齢に応じた判断、大人のサポートも

必要、小さい頃から自己決定力を伸ばす、常に比較して考えることが子どもの

自由な意識を伸ばす。 
 障がいを持った子どもの親が、子どもを外に出さない例があるが、それは親

の責任ではなく、障がいを持った人の権利を認めない社会がいけない 
 子どもの社会性を身につけることが欠けていて、家庭の教育力が低下してい

る。親が子どもと向かい合うことを放棄している 
 生きる権利の逆の死とは何か。死が身近に無くて、テレビのシーンでしかな

くなっていることの危機感がある 
 性的情報の氾濫、暴力で解決してしまう子ども向け番組 
 権利とは、権利意識とは、自分を大切と思う心 
 生まれてきて、喜んでもらえることが大切 
 
 
 



委員長のコメント 
 委員に 30 代、40 代の今まさに子どもと向き合っている方がおられるので安
心した。 
 時間、手間のあるお年寄りが子育てをサポートするシステムの必要性、また

現在の制度が十分活用されていないという意見など、現実に立脚した議論が大

切である。 
 本日は、いい議論ができた。委員の間の、共通認識は段々と固まっていくの

ではないかと考えている。 


